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四日市北警察署協議会議事録 

令和６年度第２回四日市北警察署協議会

日　　時 令和６年９月19日（木）午後１時30分～午後４時 
場　　所 四日市北警察署４階訓授室、イオンモール四日市北

 １　警察署協議会　11名 
 　　石山純委員、伊藤眞郷委員、稲垣みなみ委員、 
 　　小林慶太郎委員、齊藤握司委員、鈴木久敏委員、 
 　　高橋亨委員、橋本茂委員、濵浦泉委員、早川美鈴委員、 
出 席 者 　　水谷弘恵委員 
　　 ２　警察署　10名 

　　署長、副署長、会計課長、留置管理課長、生活安全課長、 
　　地域課長、刑事第一課長、刑事第二課長、交通課長、 
　　警備課長

傍聴者数 なし　

公開・非公開の別 公開　

議 事 概 要

１  感謝状贈呈 
２　警察署長挨拶 
３　イオンモール四日市北におけるテロ対策合同訓練の視察 
４　管内概況説明（警察署長） 
　　(１)　　拾得・遺失届受理状況 
　(２)　警察安全相談受理状況 
　(３)　人身安全関連事案対応状況 
　(４)　少年補導実施状況 
　(５)　110番通報受理状況 
　(６)　刑法犯認知・検挙件数 
　(７)　特殊詐欺発生状況 
　(８)　交通事故発生状況 
　(９)　災害発生状況 
５　道路交通法の改正について（交通課長） 
６　協議内容 
　　(１)　　前回の警察署協議会における要望に対する回答 
　　　【交通課長】　前回の警察署協議会において、「園の直近に横断歩
　　　　　　道を設置してほしい。」との要望をいただいたことから、現
　　　　　　場を確認したが、設置基準に満たないため、横断歩道を設置
　　　　　　することは困難である。園から少し離れた場所に信号機が設
　　　　　　置された交差点があるため、交通教育の際はそちらを御活用
　　　　　　いただきたい。今後、園児に対する交通安全教育を充実させ
　　　　　　たいと考えている。 
　　(２)　　各種統計数値について 
　　＜委員＞　少年補導、特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の件数
　　　　　　が前年比で倍増しているが、その要因を教えてほしい。 
　　【署長】　少年補導は、コロナ禍が明け、少年らの活動が活発化した
　　　　　　ことが要因と考えられる。 
　　　　　　　特殊詐欺は、組織的に敢行されている。末端の受け子は検
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　　　　　　挙しているが首謀者の検挙が難しく、組織を解体できていな
　　　　　　いことが要因と考えられる。 
　　　　　　　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺は、投資アプリ等に誘導し、
　　　　　　虚偽の利益を表示する方法で架空の投資を継続させるなど、
　　　　　　手口が巧妙化している。このような手口の場合、長期にわた
　　　　　　り、何度も被害に遭うため、被害額も高額になる。ＳＮＳに
　　　　　　慣れている若者や、株取引の経験がある方も被害に遭ってお
　　　　　　り、引き続き広報啓発を行い、注意喚起を図りたいと考えて
　　　　　　いる。 
　　(３)　　テロ対策合同訓練の視察について 
　　＜委員＞　犯人の制圧時、とても迫力があり、貴重な経験をさせても
　　　　　　らったことに感謝している。 
　　＜委員＞　本日の訓練想定と同様の事案は発生しているのか。 
　　【署長】　過去に同様の事例は発生していないが、危機意識を高める
　　　　　　目的で行っており、全国的に訓練を奨励している。今後は、
　　　　　　想定内容を事前に周知しない、ブラインド形式での訓練を検
　　　　　　討している。 
    ＜委員＞  四日市市や鈴鹿市には、英語が通じない外国人が約40パー
　　　　　　セントいると言われているが、言葉が通じない外国人の犯人

 　　　　　　を想定した訓練も必要ではないかと考える。
    【署長】　三重県警察には様々な言語の通訳官がいるが、緊急に手配
　　　　　　することは困難であるため、犯人を制圧する必要がある場合
　　　　　　などは、言葉が通じなくても、まず気迫で対応するように指
　　　　　　導している。 
　　＜委員＞  １１０番通報から警察官の到着まで時間はかかると思うが、
　　　　　　その間、店員による避難誘導や犯人への対応などが必要であ

 　　　　　　ると考える。
    【署長】　来店客が負傷した場合には救護が必要であるほか、犯人の
　　　　　　対応なども必要であり、そのために訓練が重要と考える。今
　　　　　　後は、店内放送等による客の避難誘導を盛り込んだ訓練を検
　　　　　　討している。

備　　考 報道機関なし　

        


